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 自民党のウラ金に関与した議員に対す

る自民党の処分が行われる。ウラ金の規

模・額・悪質さはまじめに働き納税の義

務を果たしている労働者・市民にとって

許すことはできない。「今すぐ辞めろ」

と言いたいが、その権限がない。 

         岸田首相は厳しい処

分をしなければ国民の

納得を得られないし支

持率回復もない。でも

自民党最高責任者であ

る自身には処分を科さ 

ない。二階元幹事長は不問にした。 
 
  
 
ことの大きさだけに生温い処分は許さ

れないし、腐敗の構造を明かさないまま

処分だけで一件落着にしてはならない。 
 
 

                                   

     
王
子
公
園
・
市
民
ミ
□
テ

□
ン
グ
実
行
委
員
会
は
31
日
□

県
福
祉
セ
ン
タ
□(

中
央
区)

で
全
体
会
議
を
開
き
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
□ 

  

小
林
実
行
委
員
会
代
表
が

パ
ワ
□
ポ
イ
ン
ト
で
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
□
集
会
□
署

名
□
パ
レ
□
ド
□
陳
情
□
抗

議
・
・
□
を
報
告
□
坂
本
龍

一
さ
ん
の
□
あ
き
ら
め
な
い

で
□
が
□
か
り
し
な
い
で
・
・

社
会
を
変
え
る
□
と
い
う
言

葉
の
よ
う
に
頑
張
□
て
い
き 

     

ま
し
□
う
と
提
案
□ 

金
丸
事
務
局
長
は
市
・
関

学
が
大
学
誘
致
を
着
々
と
進

め
て
い
る
こ
と
へ
の
あ
き
ら

め
感
や
ロ
□
カ
ル
な
問
題
と

の
と
ら
え
方
を
払
拭
し
□
運 

   

        

     

動
を
大
き
な
う
ね
り
と
な
る 

                

     

ア
ク
シ
□
ン
を
起
こ
し
た
い
□ 

 

 

そ
し
て
①
新
ス
タ
ジ
ア
ム

建
設
に
つ
い
て
近
隣
説
明
会

を
開
け
□
②
市
民
・
専
門
家

を
交
え
た
□
王
子
公
園
の
あ

り
方
検
討
会
□
の
設
置
□
➂

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施

す
る
こ
と
□
④
樹
木
の
現
存

数
□
伐
採
数
を
示
す
こ
と
□

⑤
王
子
プ
□
ル
を
残
す
こ
と

を
求
め
て
い
き
ま
す
□
裏
面
へ 

      

                                   

                                   

 
 
第 1252号(３月７日、JR六甲道駅) 
  政倫審、アベ派幹部ウラ金関与否定 
第1253号(３月14日、阪急六甲駅 
  東日本大震災13年、ふるさとを返せ 
第1254号(３月21日、王子公園駅) 
  政倫審、ウラ金の説明不十分８９％ 
第1255号(３月28日、阪神大石駅) 
  明石川、ＰＦＡＳ高濃度汚染 

 

白
を
切
り 

居
座
り
続
け 

 
 

  
 

甘
い
汁 

ウ
ラ
金
に
対
す
る
国
民
の
怒

り
は
大
き
い
□
当
の
議
員
で
辞

め
た
の
は
谷
川
議
員
□
辞
め
る

と
言
□
た
二
階
議
員
□
２
人
と

も
辞
め
時
の
人
だ
□
あ
と
は
シ

ラ
を
切
□
て
居
座
り
続
け
て

い
る
□
甘
い
汁
が
あ
る
の
だ
□ 

  

史
上
最
悪
の
改
定
と
言
わ
れ
る
第
９ 

期
介
護
保
険
事
業
が
ス
タ
□
ト
□
今
や 

□
介
護
□
は
高
齢
者
・
障
が
い
者
だ
け 

前
市
会
議
員 

で
な
く
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
□
□
ダ
ブ
ル
ケ 

ア
□
ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ア
ラ
□
と
全
世
代
の 

切
実
な
課
題
に
□
そ
の
た
め
に
も
介
護 

現
場
で
働
く
介
護
ヘ
ル
パ
□
の
充
足
が 

求
め
ら
れ
る
が
□
有
効
求
人
倍
率
が
15 

倍
□
４
割
が
60
代
と
い
う
訪
問
介
護
へ 

ル
パ
□
は
こ
の
ま
ま
で
は
消
滅
す
る
□ 

ヘ
ル
パ
□
の
真
□
当
な
評
価
を
□
見
合 

□
た
賃
金
を
！
介
護
報
酬
引
下
げ
撤
回
□ 

 
新社会党 灘総支部 

   ０７８－８０１－６５３０ 
 

NPO 法人 働く人の相談室 
   ０７８－９４５－７７０３ 
 
 
 
★ ニュース第２４１号は３月25日付 
★福島原発事故から１３年、「人間第一」

を世界に/失われた３０年は誰のせいか

/ボクの昭和（77）全共闘とは何だった

のか/神宮外苑登から樹木を守ろうと全

国で連携、王子公園市民ミーティングも 

★月１回のニュースは☎078-801-8448へ 

 

  

４
月
６
日
□
土
□ 

午
後
５
時
半
□
６
時
半 

動
物
園
入
り
口
南
側 

い
□
し
□
に
声
を
あ
げ
ま
し
□
う 

全体会議で提案する小林代表(左)
と金丸事務局長(右) 

王子公園の未来のために真剣！



 ２０２４ 
 

 

 

 

長田区文化センター大会議室

講演: 緊急事態改憲の狙いと本質
    改憲発議を許さないために

講師: 長岡 徹

  
資料代として 
５００円を 
お願いします 
 
 
 
岸田首相は今年１月の施政方針演説で「憲法改

正」について「あえて自民党総裁として申し上げ

れば、自分の総裁任期中に改正を実現したいとの

思いに変わりはなく・・」と述べています。

総裁任期は今年の９月まで。能登半島地震の救

援が最優先される中で、「改憲」への決意は異状で

す。９条を壊す「改憲」ストップのため、５

庫憲法集会を成功させましょう。

 
 

 

  ２０２４年５月３日

    神戸・みなとのもり公園

    ゲスト：内田

神戸女学院大学名誉教授

       
付
け
で
き
ず
物
資
集
積
に 

不
向
き
。
元
々
想
定
し
て 

い
な
か
っ
た
。
大
学
は
民 

間
だ
か
ら
緊
急
避
難
場
所 

に
指
定
で
き
な
い
。 

◆
大
学
設
置
基
準
で
は
3.5 

ヘ
ク
タ
ー
ル
は
３
５
０
０ 

 
 
 

治
的
も
の
は 

 
 
 

は
好
き
じ
ゃ 

 
 

 

な
い
み
た
い
。 

 
 
 

が
っ
か
り
し 

 
 
 

ま
す
ね
。 

 
 

発
言
は
も
っ
と
続
き
ま

す
が
紙
面
の
都
合
で
こ

こ
ま
で
と
し
ま
す
。 

 

長田区文化センター大会議室 
緊急事態改憲の狙いと本質 

発議を許さないために 

徹さん(関西学院大学名誉教授) 

首相は今年１月の施政方針演説で「憲法改

正」について「あえて自民党総裁として申し上げ

れば、自分の総裁任期中に改正を実現したいとの

思いに変わりはなく・・」と述べています。 
総裁任期は今年の９月まで。能登半島地震の救

援が最優先される中で、「改憲」への決意は異状で

す。９条を壊す「改憲」ストップのため、５.３兵

庫憲法集会を成功させましょう。 

５月３日(金) １３：００開会 
みなとのもり公園 
内田 樹 さん 
神戸女学院大学名誉教授 

           

が
飛
び
つ
い
た
。
王
子
公 

園
は
関
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス 

に
な
る
。 

◆
防
災
語 

り
部
を
し 

て
い
る
。 

再
整
備
は
問
題
だ
ら
け
。 

ヘ
リ
が
降
り
ら
れ
な
い
、 

体
育
館
は
ト
ラ
ッ
ク
を
横 

付
け
で
き
ず
物
資
集
積
に 

任
せ
に
な
り
活
動
が 

萎
む
こ
と
に
な
る
。 

 
 
 
 

◆
初
め
て
参
加
し
ま 

し
た
。
こ
う
い
う
活 

動
に
は
若
い
人
が
来 

な
く
て
は
。
イ
ギ
リ 

ス
だ
と
若
い
人
、
学 

生
も
市
民
運
動
に
参 

加
す
る
。
日
本
は
政 

 
 
 

治
的
も
の
は 

           

画
で
す
が
、
１
９
８
２
年
に
対
岸

の
上
関
に
原
子
力
発
電
の
建
設
計

画
が
持
ち
上
が
り
、
島
民
の
反
対

運
動
が
起
き
る
。
長
い
闘
い
が
始

ま
る
。
島
内
を
デ
モ
す
る
島
民
の

闘
い
や
、
海
に
生
き
る
人
の
日
常

の
暮
ら
し
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

島
民
は
「
育
て
て
も
ら
っ
た
宝

の
海
と
島
を
守
り
、
未
来
に
残
す
」

た
め
に
原
発
に
反
対
す
る
と
力
強 

域
は
大
事
な
漁
場
で
あ 

る
こ
と
、
事
故
が
起
き 

た
と
き
に
避
難
が
で
き 

な
い
、
な
ど
が
島
民
の 

強
い
反
対
運
動
に
つ
な 

が
っ
た
。
そ
し
て
40
年 

に
わ
た
る
闘
い
を
続
け 

け
て
い
ま
す
。 

中
国
電
力
の
「
金
で 

人
の
心
を
買
う
」
や
り 

１
１
年
の
原
発
事
故 

に
よ
り
工
事
は
中
断
。 

 

原
発
に
依
存
し
な 

い
町
づ
く
り
に
力
を 

い
れ
て
い
る
が
、
昨 

年
、
中
電
・
関
電
の 

中
間
貯
蔵
施
設
計
画 

 
 
 
 
 

が
浮
上
。
原
発
関
連 

 
 

 
 

 

の
白
紙
撤
回
ま
で
闘

う
と
表
明
し
た
。 

討
論
を
行
い
ま
し
た
。 

◆
再
整
備
と
聞
い 

て
公
園
が
新
し
く 

な
る
の
だ
と
思
っ 

た
が
、
実
は
と
ん 

で
も
な
い
案
だ
っ
た
。
久
元
市
長

が
市
民
の
前
に
出
て
こ
な
い
の
は

詰
め
ら
れ
た
ら
マ
ズ
い
こ
と
が
あ

る
か
ら
だ
。
立
地
の
悪
い
関
学
に

久
元
が
声
を
か
け
、
関
学 

準
に
反
し
て
い
る
。 

◆
闘
い
は
２
ラ
ウ
ン
ド
に
入
る
。 

高
さ
や
建
蔽
率
で
関
学
の
行
動
を

縛
り
つ
け
て
い
か
な
い
と
。
プ
ー

ル
は
１
０
０
％
市
民
が
反
対
し
て

い
る
テ
ー
マ
な
の
で
こ
こ
に
集
中

す
る
。
単
に
残
す
で
な
く
温
水
プ

ル
に
し
、
体
育
館
と
と
も
に
立
体

化
と
防
災
機
能
を
盛
り
込
む
。 

住
民
訴
訟
は
弁
護
士 

         

映
画
「
祝
の
島(

ほ
う
り
の
し
ま)

」

の
上
映
と
上
関
原
発
を
建
て
さ
せ

な
い
祝
島
島
民
の
会
代
表
の
講
演

会(

ズ
ー
ム)

が
24
日
、
婦
人
会
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
祝
島
は
山
口
県

の
南
東
に
位
置
す
る
瀬
戸
内
の
離

島
。
現
在
の
島
民
は
２
８
０
人
。 

映
画
は
２
０
１
０
年
制
作
の
映

く
訴
え
て
い
る
。 

島
民
の
会
代
表
の
清
水
さ
ん
は 

島
民
は
農
業
と
漁
業
で 

暮
ら
し
て
い
る
。
島
民 

の
９
割
が
原
発
に
反
対 

し
た
の
は
、
原
発
労
働 

で
被
爆
を
経
験
し
た
島 

民
が
い
た
、
原
発
の
海 

方
も
許
せ
な
か
っ
た
。 

 

２
０
０
９
年
に
は
県
知
事
が
埋 

め
立
て
を
許
可
。
島 

民
は
船
で
の
阻
止
行 

動
を
展
開
、
中
電
は 

島
民
を
裁
判
で
訴
え 

反
対
行
動
を
抑
え
込 

ん
で
き
た
が
、
２
０ 

     

王
子
公
園
・
市
民
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
実
行
委
員
会
は
全
体
会
議
を
開

き
、
小
林
代
表
、
金
丸
事
務
局
長

の
提
起
を
う
け
て
参
加
者
に
よ
る

 

    

人
ま
で
。
校
地
は
教
育
に
ふ
さ
わ

し
い
環
境
を
も
ち
、
敷
地
は
学
生

が
休
息
そ
の
他
の
利
用
に
適
当
な

空
き
地
を
有
す
る
も
の
と
い
う
基

 


